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まとめ

年度　　幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価

  評価を終えて、保育の質、園の状況が顕著に表れていると思う。データ表を分析すると、「健康・安全」の内容が低い事に気づ

いた。しかし今回自己評価を学んだ事により、保育の理解が深まり、質の向上に繋がった。子どもの未来のためにワクワクドキ

ドキする日常がもっと増えるよう努めていきたいと思った。園の保育・教育理念のひとつ「笑顔でやさしく、ゆっくりおろして

あるかせよ」を常に心にとめて、実行していき、評価の７つの項目を理解して実践していきたいと思った。幼保連携型認定こど

も園教育・保育要領解説を読み込むことが、自分の保育の質の向上と園全体の保育の質を高めていくものと確信がもてた。こど

もの最善の利益が実現できるよう努力していきたいと思う。

個の成長と集団としての活動の充実を図る事を基本とし、幼児期にふさわしい経験と学びを生み出せるように援助する事が必要

になってくる。乳幼児期からの様々な経験などを基に、1人1人が一日の生活の流れを見通しながら、安心して自分から進んで

様々な活動に関われるような場面をたくさん作っていきたい。

自分からの発信が上手く出来なないため、保育教諭は園児の体調管理にはこまめに留意する事が必要になってくる。また、言葉

ならない思いに耳を傾け、園児が安心した環境で一日が過ごせる様に様々な面からの配慮が必要になる。園児とそれから保護者

との信頼関係を築きながらさまな面でサポートできる立場でありたい。

園児の健康状態を把握し職員間で連携をしている。感染症や流行している病気など把握して予防に努め、アレルギー疾患の園児

に対して個別対応をして安全、安心に過ごせるようにしている。災害対策については、日頃から地域の中で様々な機関や人々と

関係を築いておくことが必要だと思う。地域の方々に見守られていると実感している。園での防犯対策、災害の備え、施設の安

全確保等、命を守る計画そして行動が重要であると痛感した。

園の保育・教育理念のひとつ「笑顔でやさしく、しっかり抱いてゆっくりおろしてあるかせよ」を心掛け、園児の一日の様子を

伝えている。成長を喜び共感し、活動の様子を写真で掲示して具体的に伝えたり、週案も掲示し、期待をもって明日の活動に繋

げている。保育教諭は、守秘義務を前提として保護者を受容し、不安や悩みに寄り添うよう今後も努めていきたい。

外部への研修に積極的に参加する機会を得ている。県外や海外にまで研修に参加して、職員の保育の質の向上につながってい

る。職員間で研修報告を行い、保育を共有している。恵まれた環境の元、保育の質を高めることができている。

家庭から離れて過ごす第一歩になる大切な時期に、園児がまずは安心して過ごせるような人的、空間的環境をしっつかり整えて

いきたい。子どもは見守られているという安心感を持つことで様々な活動に興味をもつようになる。心の安定を図り、園児一人

一人との信頼関係をしっかりと築いていきたいと改めて感じた。

生活や遊びの中心が、大人との関係から園児同士の関係へと移っていく大切な時期である。1人1人に寄り添ったサーポートを心

掛け、園児の言葉にならない様々な思いを丁寧に汲み取り、受け入れていく。そして保育教諭が、園児の発達や生活の自立を温

かく見守りささえていく事が必要になってくる。
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